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◉表紙の紹介

　１２月８日、中央公民館で「親子しめ縄教室」が行

われました。講師は、中山町野中地区の老人クラ

ブの皆さん。参加者は、慣れない作業に戸惑いな

がら、たくさんのしめ縄を作り上げました。

今月のあじな人 ２

新年のごあいさつ ４

特集　民生委員・児童委員 ６

市民満足度調査を行いました １０

水道事業会計決算をお知らせします １３

しせいニュース １４

ほっとアングル １９

くらしインフォメーション ２２

まなびランド ２４

健康ガイド ２６

日常を切り取る ２８

きらり人　ー　伊予中学校軟式野球部 ３０

イベント情報、カレンダー ３１

みんなのひろば ３２

(2)２０１４．１ 広報いよし

農業（中山町出渕）

岡田廣實さん（７１歳）、照子さん（７１歳）

㈲篠﨑ベーカリー（灘町）

篠﨑清栄さん（５９歳）

夫婦そろって

うま年

(3)

今月のあじな人

年男年女の皆さん

広報いよし ２０１４．１

漁業（双海町串）

魚見紀さん（３５歳）、美輪さん（３５歳）

と息子の倫太郎くん

農業（上吾川）

石井正人さん（３５歳）とご家族の皆さん

夫婦そろって

うま年

「２０１４年の抱負」

を教えてください！

明けましておめでとうございます。

今年は、うま年。今月号の「あじな人」

では、伊豫國「あじの郷」づくりに協賛

しているうま年の方に、今年の抱負を

教えていただきました。

抱負とは、心の中に抱いている決意や

志望のこと。皆さんの２０１４年の抱負

は決まりましたか？



ら
れ
た
諸
問
題
に
対
し
て
、
即
現
場
・
即
対

応
の
動
き
と
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
に

よ
る
市
政
運
営
で
あ
り
ま
す
。

　ま
ず
、
最
初
の
取
り
組
み
と
し
て
昨
年

は
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
市
政
懇
談
会

の
開
催
、
あ
る
い
は
目
安
箱
の
設
置
な
ど
を

行
い
ま
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話

や
意
見
の
集
約
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
姿
勢
は
、
今
後
も
変
え
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ま
に
頂
い
た
さ
ま
ざ
ま

な
ご
意
見
を
市
政
に
反
映
さ
せ
、「
ひ
と
・
ま

ち
・
自
然
が
出
会
う
郷（
く
に
）」づ
く
り
の

実
現
に
向
け
、
全
身
全
霊
を
捧
げ
て
ま
い
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　さ
て
、
本
年
は
、
重
要
案
件
で
あ
り
ま
す

本
庁
舎
建
設
事
業
が
、
い
よ
い
よ
本
格
的
に

始
ま
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、図
書
館
・

文
化
ホ
ー
ル
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
つ

き
ま
し
て
も
事
業
が
動
き
始
め
る
年
に
な

り
ま
す
。
特
に
本
庁
舎
の
建
設
期
間
中
は
、

皆
さ
ま
に
何
か
と
ご
不
便
を
お
か
け
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
ご
理
解
賜

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　一
方
、
国
内
情
勢
に
目
を
転
じ
ま
す
と
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
夢
と
希
望
に

満
ち
た
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　私
は
、
昨
年
春
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し

て
、
伊
予
市
の
さ
ら
な
る
発
展
を
願
う
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
力
強
い
ご
支
援

と
ご
支
持
を
賜
わ
り
、
新
伊
予
市
の
第
３
代

市
長
と
し
て
市
政
運
営
を
担
わ
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
日
々
、
市
長

と
し
て
私
に
課
せ
ら
れ
た
責
任
の
重
大
さ

を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
決
意
を
新
た
に
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　私
の
市
政
運
営
の
基
本
姿
勢
は
、「
動
け

ば
変
わ
る
」と
い
う
信
念
に
基
づ
き
、
課
せ

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
に
よ
り
、
社
会
経
済
状

況
は
好
転
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
な
か
な
か
実
感
で
き
て
い
な
い
と
い

う
の
が
現
実
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
４
月
か
ら
は
消
費
税
率
が

ア
ッ
プ
さ
れ
る
な
ど
、
産
業
や
環
境
、
医
療

や
社
会
保
障
、
教
育
等
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
に
わ
た
り
課
題
は
山
積
し
て
お
り
、
自
治

体
も
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
、
強
い
危
機
感
を
抱
い
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
本
年
は
合
併
後
１０
年
目
の
年
を

迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
さ
ら
な
る
一

体
感
の
醸
成
に
も
取
り
組
む
所
存
で
あ
り

ま
す
。
私
の
使
命
は
、
将
来
に
わ
た
り
安
定

し
た
行
政
経
営
を
持
続
さ
せ
る
た
め
の
体

制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ま

が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
基
盤
を
整

え
、
質
の
高
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
さ
せ

る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で

あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　市
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が

健
康
で
幸
せ
に
満
ち
た
明
る
い
年
と
な
り

ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

２０１４．１ 広報いよし (4)

伊
予
市
長

　武
智

　邦
典

広報いよし ２０１４．１(5)

伊
予
市
議
会
議
長

　佐
川

　秋
夫

　新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ご
健
勝
で
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日

ご
ろ
か
ら
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
温
か
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ

と
に
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　武
智
新
市
長
の
ご
活
躍
を
期
待
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
市
長
の
公
言
で
も
あ
り

ま
す「
動
け
ば
変
わ
る
」「
目
く
ば
り
・
気
く

ば
り
・
思
い
や
り
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、
伊
予
市

の
さ
ら
な
る
発
展
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま

す
こ
と
を
切
に
期
待
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市
政
発
展
の
た

め
に
協
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　日
本
の
経
済
は
上
昇
傾
向
に
あ
る
と
の

マ
ス
コ
ミ
報
道
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
し
か

し
、
地
方
に
お
い
て
は
、
実
感
で
き
な
い
の

が
現
状
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
後
も
っ

と
も
っ
と
地
方
を
重
視
し
、
活
性
化
に
力
を

入
れ
て
い
た
だ
か
な
く
て
は
、
日
本
全
体

の
経
済
の
発
展
は
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

大
企
業
優
先
、
一
次
産
業
に
冷
酷
と
も
思
え

る
国
の
政
策
は
、
我
が
伊
予
市
に
お
い
て

も
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
言
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。
市
政
を
取
り
巻
く
環
境
も

本
当
に
厳
し
い
状
況
の
中
に
あ
り
、
市
議
会

の
果
た
す
べ
き
役
割
は
、
大
変
重
要
な
責
務

で
あ
る
と
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　現
在
伊
予
市
で
は
、
総
合
計
画
遂
行
の
た

め
、
本
庁
舎
、
文
化
ホ
ー
ル
・
図
書
館
な
ど

の
建
設
に
向
か
っ
て
進
行
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
議
会
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
的
確
に
判
断

し
、
市
政
に
反
映
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
地
域
が

抱
え
る
課
題
を
検
証
し
、
自
ら
が
考
え
、
自

ら
の
判
断
で
決
断
し
て
い
く
議
員
力
ア
ッ

プ
も
重
要
で
あ
り
、
全
身
全
霊
を
傾
け
、
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
現
在
議
会
で
は
、
庁

舎
等
建
設
特
別
委
員
会
・
議
会
改
革
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
議
会
運
営
の
あ
り
方
、

議
員
定
数
の
見
直
し
な
ど
の
検
証
を
行
う

た
め
、
委
員
会
を
開
催
し
、
議
論
を
重
ね
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
努

力
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

　ど
う
か
本
年
も
議
会
に
対
し
、
よ
り
一
層

の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
平
成
２６
年
が
皆
さ

ま
に
と
り
ま
し
て
、
素
晴
ら
し
き
一
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。



２０１４．１ 広報いよし (6)

特集◉

民生委員・児童委員
～あなたの地域の相談役～

あ
な
た
が
一
人
で
悩
ん
で
い
る
こ
と
。

高
齢
者
の
独
り
暮
ら
し
…

子
ど
も
の
非
行
や
不
登
校
…

病
気
で
生
活
に
困
っ
て
い
る
…

生
活
す
る
お
金
が
足
り
な
い
…

そ
の
悩
み
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

あ
な
た
の
地
域
の
相
談
役
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
。

い
つ
も
あ
な
た
の
そ
ば
に
い
ま
す
。

広報いよし ２０１４．１(7)

❶ 社会調査

担当区域内の住民の実態

や福祉需要を日常的に把

握します。

❷ 相談

地域住民が抱える問題に

ついて、相手の立場に立ち、

親身になって相談にのり

ます。

❸ 情報提供

社会福祉の制度やサービ

スについて、その内容や情

報を住民に的確に提供し

ます。

❹ 連絡通報

住民が個々の福祉需要に

応じた福祉サービスが得

られるよう、行政、施設、

団体などに連絡します。

❺ 調整

住民の福祉需要に対し、適

切なサービスの提供が図

れるように支援します。

❻ 生活支援

住民の求める生活支援を

自ら行うと同時に支援体

制を確立させます。

❼ 意見具申

活動で得た問題点や改善

点をまとめ、必要に応じて

関係機関などに意見提起

します。

❼つのはたらき
民生委員
児童委員

民 

生
委
員
・
児
童
委
員

　民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、『
常
に
住
民

の
立
場
に
立
っ
て
相
談
に
応
じ
、
援
護
な

ど
を
必
要
と
し
て
い
る
方
の
意
思
を
尊

重
し
た
う
え
で
、
日
常
生
活
の
必
要
な
支

援
を
行
う
』
こ
と
を
役
割
と
し
て
い
ま
す
。

給
与
や
報
酬
の
支
給
を
受
け
な
い
身
近
な

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
厚
生
労
働
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
す
。

　ま
た
、
民
生
委
員
は
、
児
童
福
祉
法
に

基
づ
き
、
児
童
委
員
を
兼
ね
て
い
る
の
で
、

児
童
健
全
育
成
や
児
童
福
祉
活
動
も
行
っ

て
い
ま
す
。

民生委員・児童委員

西田 孝博 さん

主 

任
児
童
委
員

　児
童
委
員
に
は
、
担
当
区
域
を
も
つ
児

童
委
員
と
、
担
当
区
域
を
も
た
ず
児
童
問

題
を
専
門
に
担
当
す
る
主
任
児
童
委
員
が

い
ま
す
。
児
童
問
題
が
多
岐
に
わ
た
り
増

加
す
る
傾
向
を
受
け
て
、
平
成
６
年
に
新

た
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
一
体
と
な
っ
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
子
育
て
に
関
す
る
相
談
・
支
援
の

ほ
か
、
社
会
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守

り
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
環
境

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
、
地
域
福
祉

活
動
・
自
主
活
動
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

主任児童委員

西村 啓子 さん

　『赤ちゃんから高齢者

まで幅広い年代を対象

にしていますので、非

常に奥が深い仕事です。

普段から、地域でのコ

ミュニケーションを大切

にしながら、住民の方

に気軽に相談していた

だける存在になれるよ

う努めていきたいです』

　『人と人とのつながり

が希薄化して、子育ての

悩みを一人で抱え込む

人が増えています。一人

で悩まないで、気軽に相

談してください。子ども

は、地域全体で育てるも

のです。私たちも地域の

一員として、少しでもお

役に立ちたいです』



地　区 担　当　地　区 氏　名 電話番号

本
庁
地
区

大
平
地
区

上唐川（鵜崎、両沢、本谷、下寺） 宇都宮　公明 ９８３－２４４１
下唐川（長崎谷、東野、中台、馬場） 片岡　英富 ９８３－２４８６
大平上（四ツ松、大地蔵、石原） 平岡　世紀 ９８２－６３５２
大平上（武領、みどりが丘団地、大南、平岡） 浅見　和美 ９８３－５９４１
大平下（曽根、梶畑、片山、下片山） 川中　常代 ９８３－２６０２
大平地区（主任児童委員） 兼岡　 功 ９８２－１９１７
大平地区（主任児童委員） 岩井　孝子 ９８３－３０６６

中
村
地
区

三秋（上・下組） 重籐　清子 ９８２－３３７６
中村（上・下組、鹿島団地） 土居　利明 ９８２－５７２５
森（上・下組、本村） 髙田　 照 ９８２－１７４０
森（上山） 松下　春樹 ９８３－４９３８
本郡（本郡１･２･３） 髙石　俊博 ９８３－４３７５
尾崎（本村、尾崎住宅） 栗田　チズ子 ９８３－０７０３
尾崎（三栄、宮下、浜） 渡部　勝匡 ９８３－０００９
尾崎（伊予団地） 松岡　みちえ ９８３－２３７９
三島（上・中・下組） 西田　孝博 ９８２－４５０１
市場（北・南組） 仲田　和美 ９８２－３２６９
稲荷（客、明見、谷、港南団地） 渡邉　正三 ９８２－３９５６
稲荷（本村１・２） 藤谷　博子 ９８２－０９３５
中村地区（主任児童委員） 種植　美和子 ９８２－４５７５
中村地区（主任児童委員）  橘 　 倫子 ９８３－１５８７

郡
中
地
区

上吾川（布部、向井原、宮ノ前） 篠崎　美奈 ９８２－４１４４
上吾川（松本、市ノ坪） 正岡　とも子 ９８２－５９５６
上吾川（十合、六反、白水１・２） 福本 　建子 ９８２－３６６４
米湊（桜町１・２部、仲之町、栄町Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ） 山中　洋子 ９８２－１５２４
米湊（東安広、米湊団地） 大井　 満 ９８２－４８９６
米湊（南旭町、旭町１・２部、安広住宅） 菊澤　由美 ９８３－０１２２
米湊（本郷西） 小笠原　芳久 ９８３－２１４９
米湊（本郷下・中） 下岡　良臣 ９８３－１６１０
米湊（西野１・２・３部）  泉  　邦廣 ９８２－３２７９
米湊（本郷上、七反） 仲田　美智子 ９８３－５６１６
灘町（灘町４・５・６丁目、新地、港組、国鉄通り） 長尾 　要 ９８３－３２２４
灘町（灘町３丁目、旧役場通り、海岸通り１・２・３・４丁目） 武智　友子 ９８３－１２２２
灘町（灘町１・２丁目、寿楽座通り、広場通り、旭町Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ、ＡＯＮＯ灘町キャッスル） 岡田　俊則 ９８２－０３７７
湊町（南新町、北新町） 毛利　京子 ９８３－３５７０
湊町（湊町１・２丁目、北殿町、南殿町１・２） 菊地　律子 ９８２－３２８２
湊町（上浜、北浜Ａ・Ｂ、増福住宅、横町２部） 亀岡　春男 ９８２－３１３６
湊町（恵美須組、下浜、中浜、中組、横町１部） 塩田　マサ子 ９８２－０７１５
下吾川（本村上・下組） 篠﨑　友孝 ９８３－５１７７
下吾川（本村中組、馬塚南、馬塚北） 田中 　瑛 ９８２－２２４１
下吾川（沖庄、池田） 栗原　孝子 ９８２－３１３４
下吾川（浜田１・２、銀杏通りＡ・Ｂ、ロフティ郡中） 星田　一矢 ９８２－６２１５

あなたのそばにいる 民生委員・児童委員

２０１４．１ 広報いよし (8)

　民生委員・児童委員は、相手の立場に立って一緒に考えてくれる一番身

近で、頼れる存在です。相談内容などの秘密を守ることは法律で義務付け

られていますので、個人の情報が漏れる心配はありません。昨年度、寄せ

られた相談、支援要請は１，９９１件。内容は、保健や医療、福祉、介護、子育て、

生活環境などさまざまです。一人で悩まずにお気軽にご相談ください。

人

民生委員・児童委員は一番身近で頼れる存在。

（伊予市民生児童委員協議会事務局）
伊予市社会福祉協議会事務局長　西村 道子 さん

１０２

広報いよし ２０１４．１(9)

地　区 担　当　地　区 氏　名 電話番号

本
庁
地
区

郡
中
地
区

下吾川（東新川Ａ・Ｂ、新川団地） 新井　忠明 ９８２－３６５６
下吾川（中新川、南新川） 久保　貴子 ９８３－１６２０
下吾川（北新川Ａ・Ｃ・Ｄ、北新川コスモ） 池田　一男 ９８３－２７２８
下吾川（北新川Ｂ、北新川住宅、サンパレス） 池本　メリ子 ９８２－６４６４
下吾川（鳥ノ木団地１～４） 佐伯　正美 ９８２－３５６６
下吾川（鳥ノ木団地５～７、１２） 合田　敏彦 ９８３－１１２８
下吾川（鳥ノ木団地８～１１） 今田　裕子 ９８３－１７９４
郡中地区（主任児童委員） 田中　敏信 ９８３－０８８６
郡中地区（主任児童委員） 植岡　由美子 ９８３－２３７３

上
野
地
区

下三谷（原、栗林、近江） 川中　淳一 ９８２－２９２８
下三谷（仲組、北組、町永） 武知　正裕 ９８３－０８１４
上三谷（旗屋、平松） 栗原　知子 ９８２－３７９４
上三谷（客、原、大替地） 植木　規子 ９８２－３４４９
上野（松本、本村） 筒井　彰雄 ９８３－２１８８
上野（上郷、下郷） 髙橋　成子 ９８２－６７６１
上野（伊予上野団地） 松勢　 覺 ９８３－０３７６
宮下（音地、新屋敷） 好永　 誠 ９８３－５４９５
宮下（南・北組） 中川　レイ子 ９８２－５６３７
八倉（東・中・西組） 筒井　幸三 ９８２－５７５４
上野地区（主任児童委員） 和田　豊茂 ９８２－２６９５
上野地区（主任児童委員） 武智　生美 ９８３－５４６５

中
山
地
区

上長沢、長沢団地、下長沢、坪井、小池 植西　福躬 ９６８－００４５
泉町１・２ 永井　みさ子 ９６７－０１１７
泉町３・４ 中岡　美惠子 ９６７－１３９４
福元、高岡、添賀 亀岡　德江 ９６７－０２７５
柚之木、重藤、永木 西岡　正弘 ９６７－１１５７
福住、梅原 亀岡　和惠 ９６７－０３５４
平村、平沢、福岡 宮内　知子 ９６７－０５１６
豊岡１・２ 森平　賀鶴子 ９６７－０１４３
東町、門前 仙波　常夫 ９６７－０２８６
大矢、野中 東方　 績 ９６７－０３９０
漆、日南登、栃谷 玉森　正明 ９６７－０６７８
影之浦、栗田２・３ 上西　幸雄 ９６７－０７２３
榎峠、竹之内、日浦、影浦 梶原　辰規 ９６８－０２０１
障子ヶ谷、坪之内、村中 宮本　清隆 ９６８－００６６
山口、中替地、柿谷、安別当 中岡　武人 ９６８－０３４２
梅之木、源氏、赤海、犬寄 武田　実代子 ９６８－０６１６
中山地区（主任児童委員） 西村　啓子 ９６７－１１５４
中山地区（主任児童委員） 亀岡　和雄 ９６８－０３０６

双
海
地
区

高野川 水本　説男 ９８６－０８８２
小網 金本　節子 ９８６－０７８３
城ノ下、灘町５丁目 井窪　京子 ９８６－０７２１
灘町１丁目 小泉　和子 ９８６－０６５０
灘町２・３・４丁目 髙岡　孝雄 ９８６－１４８６
両谷、久保 藤本　郁惠 ９８６－１１９３
三島、岡、日尾野 福岡　久美子 ９８６－０１６３
柆野、犬寄、東峰 青木　健一 ９８６－０３６７
高見、奥大栄、大栄 木下　千代香 ９８６－１１８０
本郷（光久保、中央、亀の森上） 神田　良幸 ９８６－１４０７
本郷（駅前、城の鼻、亀の森浜） 上田　祝子 ９８６－１２１０
塩屋、唐崎 井上　廣一 ９８６－０５３８
本谷、石久保、閏住 大﨑　早苗 ９８７－０４０２
富岡、日喰 戸田　勉巧 ９８７－０９０６
上浜 若松　京子 ９８７－０２３１
下浜 魚見　眞弓 ９８７－０７５５
奥東、奥西、池ノ久保 中田　清繁 ９８７－００１３
本村、松尾、壷神 阿部　博一 ９８７－０４７９
富貴、満野空、満野浜 川村　 豊 ９８７－０６２２
上灘地区（主任児童委員） 中島　昭代 ９８６－０２５４
下灘地区（主任児童委員） 角田　悦子 ９８７－０１３３

禮

＊お問い合わせ・ご相談…伊予市社会福祉協議会（☎９８２－０３９３）、または福祉課（内線５２７）

任期…平成２５年１２月１日～平成２８年１１月３０日



　皆さんの声を市政に反映させるために、市内に住む２０歳以上の方

１，５００人を対象として、市民満足度調査を行いました。

◤ 現在の満足度（全２９項目）　◢ 

満足 やや満足 どちらとも言えない やや不満 不満 無回答

水道施設の整備 学校教育の充実

ごみ・し尿処理体制水資源の確保

満足度が高かった項目

満足度が低かった項目

市民満足度調査を行いました

商業の振興 工業の振興

観光の振興都市計画

１６．０

２９．６

９．６

８．１

３１．１

５．６

１１．６

３２．９

８．３６．９

１１．５

２８．８

７．８

２６．３

９．７３．１

７．８

４５．３

１３．９

３０．１

８．７７．８

１５．２

２４．３

２．１５．３

１０．４

１７．４

２３．１

４１．７

２．２５．５

１０．７

１６．７

２１．８

４３．１

３．１
６．０

１０．４

１２．９

２３．８
４３．８

２．１

１０．６９．３

１３．１

２３．１ ４１．８

※グラフの単位は（％）

※グラフの単位は（％）

(10)２０１４．１ 広報いよし

◤ 今後の重要度（全２９項目）  ◢

重要 やや重要 あまり重要でない 重要でない 無回答

◤ 皆さんからのご意見 ◢
　調査にご協力いただいた皆さん、ありが

とうございました。

　今月号では調査結果の一部をお知らせし

ています。詳細は、伊予市ホームページに掲

載していますのでご覧ください。

【アンケート実施時期】　平成２５年９月

【送付数】　１，５００人

【回答数】　６０５人

【回答率】　４０．３％

【回答者属性】

○性別…男性３９．９％、女性５４．７％、無回答

１.１％

○年齢…２０代７．３％、３０代１０．９％、４０代

１０．２％、５０代１８．７％、６０代２３．３％、７０代以

上２９．１％、無回答０．５％

○地区別…本庁地区７０．３％、中山地区７．７

％、双海地区１１．９％、無回答１．２％

保健・医療の充実 消防・防災・安全の確保

少子化対策の充実水資源の確保

重要度が高かった項目

ＪＲ伊予市駅、伊予鉄郡

中港駅周辺の景観がよく

なればいいなと思います

（３０代女性） 市民が気軽に集まれる場

所を作ってみてはどうで

しょう（５０代男性）

年寄りでもらくらくと

まちの中心に出ていけ

るようにしてもらいた

い（７０代以上女性）
総合病院が必要である

（６０代男性）

伊予市をアピールできて、

集客できるようなイベン

トを実施してほしいです

（２０代女性）

５０．２
３５．９

１０．６
０．７
２．６

５６．７２８．８

１１．２

１．０
２．３

６４．８２０．５

１１．２

０．５
３．０

※グラフの単位は（％）

５３．４３１．４

１０．４
１．０
３．８

(11) 広報いよし ２０１４．１



２０１４．１ 広報いよし (12)

市民満足度調査結果

広報いよし

について 

１位　趣味サークルの紹介

２位　市役所の業務紹介

３位　小・中学校の活動

４位　料理レシピの紹介

５位　ボランティア団体の紹介

しせいニュースしせいニュース

ほっと
アングル

１位

２位　特集記事

イベント
情報

３位

　広報いよしについて、たくさんのご意見あ

りがとうございました。貴重な意見を受け

止め、これまで以上に市民の皆さんに親しま

れる広報紙づくりに取り組みます。今後も

皆さんからの意見をお待ちしています。　

　総務課広報広聴担当（内線６５０）

◤ 皆さんからのご意見 ◢

発行回数 ページ数

写真・イラスト文字の大きさ

◤ ランキング ◢

よく読む記事ＢＥＳＴ５

特集・連載で読みたい記事

ＢＥＳＴ５

広報いよしを読んでいますか？

読んでいる　　８６．４％

読んでいない　１３.６％

各分野でのエキスパート

の紹介などをしてほしい

（５０代男性）

伊予市にある名店の紹介

をしてほしい（５０代女性）

今あるものの内容をよ

り充実、正確に伝えてく

ださい（６０代女性）

防災に関する記事を載

せてもらいたい（７０代以

上男性）

伊予市の輝いている会社

を紹介する記事があって

もよいのでは？（３０代女

性）

このままでよい

９１．７％

小さい

７．０％

大きい

１．３％

このままでよい

９０．５％

少ない

７．８％

多い

１．７％

このままでよい

９０．６％

多い

５．９％

少ない

３．５％

このままでよい

９１．０％

月２回

０．９％

隔月発行

８．１％

４位

５位 健  ガ  ド康  イ

 平成２４年度

伊予市水道事業会計決算
をお知らせします水

■収益的収支（税込み）

収入　６億１，８６６万円

支出　５億８，７２６万円

■資本的収支（税込み）

収入　２億２，９１８万円

支出　４億６，９５５万円

水道料金
６億１９０万円
（９７．３％）

人件費
７，４９６万円
（１２．８％）

維持管理費
１億２，８１４万円
（２１．８％）

減価償却費・資産減耗費
２億６，９６８万円
（４５．９％）

企業債利息
１億１，３１０万円
（１９．３％）

企業債
６，９００万円
（３０．１％）

補助金
６，９２７万円
（３０．２％）

出資金（一般会計より）

６，９００万円
（３０．１％）

建設改良費
２億７，８４５万円
（５９．３％）

企業債償還金
１億９，１１０万円
（４０．７％）

※内部留保資金は、現金支出を伴わない減価償却費などで企業内部に留保された資金です。

その他の営業収益
７８万円（０．１％）

その他の収入
１，５９８万円（２．６％）

その他
１３８万円（０．２％）

負担金及び加入金
２，１９１万円（９．６％）

内部留保資金（※）で補てん
２億４，０３７万円

 問い合わせ　水道課（内線７１１）

給水人口 ３０，６０９人

給水戸数 １１，８８３戸

年間配水量 ３，９１９，７５７㎥

年間有収水量 ３，５７１，３０８㎥

有収率 ９１．１％

有収水量
１㎥当たり

給水原価 １５８．３３円

供給単価 １６０．５１円

※給水原価…１㎥の水を給水するのにかかる費用
※供給単価…１㎥当たりの水道料金単価

■業務量

　水道事業は、地方公営企業法に基づき水道料金に

よって運営されています。

　市は、安全で安心な水道水を安定的に供給するとと

もに、持続的な安定経営を目指し、効率的な運営に努

めています。

　今後ともご理解とご協力をよろしくお願いします。

※決算の詳細は、伊予市ホームページをご覧ください。
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人の動き（１１月末日現在）

　人口　　３８，８６９人（－３２）

　男　　　１８，２０３人（－１６）

　女　　　２０，６６６人（－１６）

　世帯　１５，７７５世帯（－１０）

　出生　　　 　１２人（－１１）

　死亡　　　 　４２人（＋１５）

※（　）は前月比。

市内の交通事故状況（１１月末日現在）

１１月 累計 前年比

発　生 ７件 １３３件 ＋６件

死　者 ０人 １人 －２人

傷　者 ９人 １６２人 －１５人

市内の街頭犯罪等発生状況（１１月末日現在）

１１月 累計 前年比

侵 　入  　盗 ３件 ４３件 ＋２０件

自  動  車  盗 ０件 ０件 －４件

オートバイ盗 ３件 １２件 －３件

自  転  車  盗 ４件 ５０件 ＋１６件

車 上 ね ら い ２件 １６件 －１５件

水道の休日当直当番業者

月 日 指定工事事業者 電　話

１

１㈬ 藤岡工業㈱ 上　灘 ９８６－０３５０

２㈭ ㈲二宮水道工業 下吾川９８３－２８１９

３㈮ 功栄設備 中　村９８２－５８８８

４㈯ ㈲升田金物店 出　渕９６７－００６７

５㈰ ㈲ハヤタ設備工業 上吾川９８３－０３９８

１１㈯ 西岡建材㈱ 下吾川９８３－１５９８

１２㈰ 友澤設備 大　平９８２－１３８１

１３㈪ 武智水道工業㈱ 上三谷９８２－１２６８

１８㈯ ㈲港南設備 稲　荷９８２－４４８７

１９㈰ ㈱佐々木工業所 湊　町９８３－０４５０

２５㈯ Ｋ・シマダ 下吾川９８３－６５５３

２６㈰ ㈲協和設備工業 上吾川９８３－４１８５

２
１㈯ ㈲栄電機設備 中　山９６７－１３１８

２㈰ ㈱伊予設備 米　湊９８３－４６１３

※水道メーターから宅内側の修理は自己負担。
※業者への依頼は、８：３０～１７：００。

市税の納期（１月）

納期限 口座引落日

市民税・県民税

普通徴収

（第４期）

国民健康保険税

普通徴収

（第７期）

１月３１日（金）１月２７日（月）
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しせいニュースしせいニュース

税
の
申
告
に
利
用
で
き
ま
す

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
を
交
付
し
ま
す

福
祉
課
（
内
線
５
３
９
）

　障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て

い
な
い
方
で
も
、
一
定
の
要
件
に
該
当

す
れ
ば
、
税
の
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■
対
象
者
（
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

方
）

①
１２
月
３１
日
現
在
で
、
満
６５
歳
以
上
の
方

②
要
介
護
認
定（
要
支
援
認
定
を
含
む
）

を
受
け
て
い
る
方
、
ま
た
は
認
知
症
や

身
体
の
障
害
に
よ
り
、
日
常
生
活
に
支

障
が
あ
る
と
医
師
が
認
め
る
方（
所
定

の
医
師
意
見
書
が
必
要
）

■
申
請
に
必
要
な
も
の 

　申
請
書
、
介
護
保
険
被
保
険
者
証
、

印
鑑（
認
印
）

※
申
請
書
は
窓
口
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

■
提
出
先

　福
祉
課
、
ま
た
は
各
地
域

事
務
所

※「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
は
、
税

金
の
控
除
の
み
に
使
用
す
る
も
の
で
す
。

障
害
者
と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
郵
送
に
よ
る
申
請
も
可
。
詳
し
く
は
伊

予
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

幼
稚
園
や
学
校
教
育
に
理
解
の
あ
る
方

臨
時
職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

学
校
教
育
課
（
☎
９
８
９
ー
９
８
７
１
）

　教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
３
職
種
の

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
職
種
お
よ
び
必
要
な
資
格
な
ど

①
幼
稚
園
臨
時
教
諭

・
幼
稚
園
教
員
免
許

②
生
活
支
援
員

・
小
学
校
、
中
学
校
、
幼
稚
園
、
も
し
く

は
養
護
・
特
殊
学
校
の
教
諭
、
保
育
士
、

保
健
師
、
看
護
師
、
ま
た
は
介
護
福
祉

士
な
ど
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
し
、

幼
稚
園
や
学
校
教
育
に
理
解
が
あ
る
方

③
学
校
給
食
調
理
支
援
員

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
方

※
①
〜
③
す
べ
て
、
採
用
後
、
配
置
先
へ
通

勤
可
能
な
方
に
限
り
ま
す
。

■
採
用
条
件

　必
要
に
応
じ
て
、
登
録

さ
れ
た
方
に
連
絡
し
、
面
接
に
よ
る
選

考
を
実
施
し
ま
す
。
採
用
は
不
定
期
で
、

す
ぐ
に
採
用
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
る
ほ

か
、
登
録
さ
れ
て
も
必
ず
採
用
さ
れ
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。

■
応
募
方
法

　履
歴
書
、
資
格
証
明
書

の
写
し
を
直
接
持
参
、
ま
た
は
郵
送
で
、

学
校
教
育
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

あなたも 消費生活マエストロ 

伊予市消費者相談窓口からのお知らせ

　お肌の無料診断を受けた。「取り返しがつかな

い肌になるよ」と言われ、高額なエステコースを

「ローンを組めば大丈夫」と強引に勧められた。

　よくあるキャッチセールスの事例です。一定期

間内であればクーリング・オフができます。この

ような長期にわたる契約（語学教室、パソコン教

室、結婚紹介サービスなど）の場合は、中途解約も

できますが、何よりも内容を事前にしっかりと確

認し、契約することが大切です。

　２０歳になるとクレジットやローンなどカードを

利用して高額契約をする機会も出てきます。日

ごろから自分を守る消費者力を高めましょう。

悪質商法・多重債務などで困った時は、まず相談！

商工観光課　消費者相談窓口

専用電話　☎９８２－１２８９
振り込め詐欺や怪しい投資話にご注意ください！

い～よ！いよしの

育食 物 語

住民自治されだにの取り組み 

　秋の味覚収穫祭として毎

年開催されている「されだに

きてみん祭」。今年も佐礼谷

産新米おにぎりや採れたて

新鮮野菜、栗寿司、猪鍋、猪肉カレーパンなどが販

売され、訪れた方は佐礼谷の味覚を堪能し、舌鼓

を打っていました。丹精込めて育てた生産者の

熱い思いと、佐礼谷の自然豊かな地で育った野菜

やお米を、皆さんも一度ご賞味ください。

食育に関するお問い合わせは

伊予市保健センター　☎９８３－４０５２

　佐礼谷の澄みきったきれいな水

と空気で育った野菜は、「甘くてお

いしい！」と評判でした。

佐
さいき

伯 矩
ただす

 博士
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　手
話
通
訳
に
興
味
が
あ
り
、
学
ん
で

み
た
い
方
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

○
視
覚
や
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
方
の
支

援
活
動
な
ど
に
理
解
と
熱
意
の
あ
る
方

○
松
山
市
が
開
催
し
て
い
る「
手
話
通

訳
者
養
成
講
座（
入
門
・
基
礎
）」に
１
年

間
通
し
て
受
講
で
き
る
方

手
話
通
訳
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

手
話
通
訳
奉
仕
員
研
修
生
を
募
集
し
ま
す福祉

課
（
内
線
５
３
８
）

※「
手
話
通
訳
者
養
成
講
座
」
は
、
１
回
２

時
間
の
講
座
で
、
入
門
、
基
礎
、
そ
れ
ぞ

れ
２０
回
開
催
さ
れ
ま
す
。
場
所
は
、
松

山
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
受
講
料
は

１
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）で
す
。

■
募
集
人
員

　

　２
人（
昼
・
夜
の
部
各
１
人
）

■
申
込
方
法

　

　福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

意
見
公
募
手
続
条
例
に
よ
る
意
見
を
求
め
ま
す

ま
ち
づ
く
り
創
造
課
（
内
線
６
６
７
）、
防
災
安
全
課
（
内
線
５
６
４
）

■
政
策
等
の
名
称

①
伊
予
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

（
案
）

②
伊
予
市
新
市
建
設
計
画（
案
）

③
伊
予
市
国
民
保
護
計
画（
案
）

■
閲
覧
場
所

○
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

○
中
山
・
双
海
地
域
事
務
所

○
伊
予
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■
閲
覧
期
間
・
意
見
の
提
出
期
間

①
②
…
１
月
１
日
㈬
〜
２０
日
㈪

③
…
１
月
１７
日
㈮
〜
２
月
５
日
㈬

■
意
見
の
提
出
方
法

　意
見
提
案
書（
所
定
の
様
式
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
持
参
、
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先

　①
②
ま
ち
づ
く
り
創
造

課（
Ｅ
メ
ー
ルm

atid
u
k
u
ri@
city
.iy
o
.

lg
.jp

）、
③
防
災
安
全
課（
Ｅ
メ
ー
ル

b
o
u
sai-an

zen
@
city
.iy
o
.lg
.jp

）

※
①
②
③
共
通（

　９
８
３
ー
３
６
８
１
）
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　内
山
衛
生
事
務
組
合
が
３
月
３１
日

で
解
散
す
る
た
め
、
現
在
、
中
山
地
区

で
使
用
し
て
い
る「
燃
え
る
ご
み
」の
指

定
袋
は
使
え
な
く
な
り
ま
す
。
４
月
１

日
か
ら
は
、
現
在
、
本
庁
・
双
海
地
区
で

使
用
さ
れ
て
い
る
指
定
袋
に
変
わ
り
ま

す
。
な
お
、
移
行
期
間
と
し
て
、
２
月
１

日
〜
６
月
３０
日
ま
で
は
、
新
旧
ど
ち
ら

の
ご
み
袋
も
使
用
で
き
ま
す
。

　ま
た
、
ほ
か
の
ご
み
に
つ
い
て
は
変

更
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、

「
燃
え
る
ご
み
・
故
紙
」以
外
の
ご
み
は
、

透
明
、
ま
た
は
白
半
透
明
の
ビ
ニ
ー
ル

袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　詳
し
く
は
、
市
民
生
活
課
、
ま
た
は

中
山
地
域
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

平
成
２６
年
４
月
１
日
か
ら

中
山
地
区
の
「
燃
え
る
ご
み
」
の
指
定
袋
が
変
わ
り
ま
す

市
民
生
活
課
（
内
線
５
３
６
）

販売価格
（１０枚入）

４００円

３００円

２００円

容量

４５ℓ

３０ℓ

２０ℓ

サイズ

縦８００ｍｍ×横４５０ｍｍ

縦７００ｍｍ×横３５０ｍｍ

縦６００ｍｍ×横２７０ｍｍ

種類

大

中

小

■サイズと価格

■変更後の指定袋

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

２０
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
の
手
続
き
を
！

保
険
年
金
課
（
内
線
５
４
７
）

　日
本
国
内
に
住
む
２０
〜
６０
歳
ま
で
の

方
は
、
公
的
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が

法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
２０

歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
、
ま
た
は
厚

生
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　国
民
年
金
に
は
、
老
後
に
受
け
る
老

齢
基
礎
年
金
の
ほ
か
、
病
気
や
ケ
ガ
で
、

一
定
の
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
受
け
ら

れ
る
障
害
年
金
も
あ
り
ま
す
。
万
が
一

の
と
き
に
、
こ
の
年
金
を
受
け
る
た
め

に
も
、
加
入
の
手
続
き
を
し
て
保
険
料

を
納
め
ま
し
ょ
う
。

口
座
振
替
が
便
利
で
お
得
！

手
続
き
は
お
早
め
に

　口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
自
動
的

に
保
険
料
が
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
、

納
め
忘
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　ま
た
、
口
座
振
替
で
の
納
付
は
割
引

も
あ
っ
て
お
得
で
す
。

※
申
し
込
み
か
ら
実
際
に
引
き
落
と
し
を

開
始
す
る
ま
で
、
一
定
期
間
を
要
し
ま

す
。
申
込
手
続
き
は
、
お
早
め
に
お
願
い

し
ま
す
。

免
除
や
猶
予
の
制
度
が
あ
り
ま
す

　収
入
が
少
な
く
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
方
に
は「
保
険
料
免
除
制
度
」・

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

申
請
す
る
と
、
保
険
料
の
納
付
を
免
除
、

ま
た
は
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
申
請
に
は
、
年
金
手
帳
、

印
鑑
な
ど
が
必
要
で
す
。

学
生
の
方
に
は

学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す

　学
生
で
本
人
に
収
入
が
な
い
場
合

は
、
在
学
中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　申
請
に
は
在
学
証
明
書
、
ま
た
は
学

生
証（
両
面
の
写
し
）、
印
鑑
な
ど
が
必

要
で
す
。

※
免
除
や
猶
予
を
受
け
た
期
間
が
あ
る
場

合
は
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
と
き

に
比
べ
、
将
来
受
け
る
年
金
額
が
少
な

く
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　松
山
西
年
金
事
務
所

（
☎
９
２
５
ー
５
１
０
５
）、
ま
た
は
保

険
年
金
課

■
指
定
ご
み
袋
の
取
扱
店
を
募
集
し
て

い
ま
す

　中
山
地
区
で
、
指
定
ご
み
袋
の
取
扱

店
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
食
料

品
や
日
用
品
、
生
活
雑
貨
を
販
売
し
て

い
る
店
舗
の
方
々
は
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

広報いよし ２０１４．１(17)

　平
成
２５
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
に

つ
い
て
、
税
務
署
で
の
相
談
お
よ
び
申

告
書
の
受
け
付
け
は
、
２
月
１７
日
㈪
〜

３
月
１７
日
㈪
で
す
。

※
土
・
日
曜
日
は
除
く
。
た
だ
し
、
松
山
税

務
署
で
は
、
２
月
２３
日
㈰
、
３
月
２
日
㈰

も
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

　毎
年
、
期
限
間
近
に
な
る
と
税
務
署

は
混
雑
し
ま
す
。
申
告
相
談
や
確
定
申

告
書
の
提
出
は
お
早
め
に
。
ま
た
、
駐

車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
公
的
年
金
等
を
受
給
し
て
い
る
方
へ

　公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額

が
４００
万
円
以
下
で
、
公
的
年
金
等
以
外

の
所
得
金
額
が
２０
万
円
以
下
の
場
合
、

源
泉
徴
収
税
額
以
上
に
納
め
る
税
金
が

あ
る
場
合
で
も
、
所
得
税
の
確
定
申
告

を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ

れ
て
い
る
控
除
以
外
に
各
種
控
除
の
適

用
を
受
け
る
場
合
や
、
額
に
関
わ
ら
ず
公

的
年
金
等
以
外
の
所
得
が
あ
る
場
合
は

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

申
告
相
談
や
確
定
申
告
の
提
出
は
お
早
め
に

所
得
税
の
確
定
申
告
は
３
月
１７
日
㈪
ま
で税務

課
（
内
線
５
１
０
）

■
自
宅
で
作
成
・
ネ
ッ
ト
で
申
告

　ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ（
国
税
電
子
申
告
・
納

税
シ
ス
テ
ム
）
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
申
告
や
納
税
な
ど
が
で
き
ま

す
。
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
に
よ
り
添
付

書
類
の
提
出
を
省
略
で
き
、
早
期
に
還

付
さ
れ
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。　な

お
、
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る
に

は
事
前
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
詳
し

く
は
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://w
w
w
.e-tax

.

n
ta.g
o
.jp

■
問
い
合
わ
せ

・
所
得
税
に
関
す
る
こ
と

　松
山
税

務
署
お
よ
び
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー（
☎

９
４
１
ー
９
１
２
１
）

・
市
民
税
に
関
す
る
こ
と

　税
務
課

　市
で
は
、
水
道
検
針
票
の
裏
面
に
有

料
広
告
の
掲
載
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　水
道
検
針
票
は
、
２
カ
月
に
一
度
、

本
庁
地
区
の
上
下
水
道
を
利
用
し
て
い

る
家
庭
・
企
業
に
配
布
し
、
配
布
枚
数

は
、
年
間
６
回
、
約
７
万
枚
で
す
。

■
掲
載
の
位
置

　『
上
下
水
道
使
用
量

等
の
お
知
ら
せ
』
の
裏
面

■
掲
載
の
大
き
さ

　

・
全
枠（
縦
１０２
㎜
×
横
６７
㎜
）

・
１
／
２
枠（
縦
５０
㎜
×
横
６７
㎜
）

■
カ
ラ
ー

　水
色
・
赤
色
の
２
色
刷
、

ま
た
は
、
ど
ち
ら
か
の
１
色
刷

■
掲
載
料

　

・
全
枠（
年
間
１０
万
円
）

・
１
／
２
枠（
年
間
５
万
円
）

■
申
込
方
法

　水
道
課
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
伊
予
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
受
付
期
間

　１
月
６
日
㈪
〜
３１
日
㈮

水
道
検
針
票
の
裏
面
に
有
料
広
告
を
掲
載
し
ま
す

平
成
２６
年
度
水
道
検
針
票
の
広
告
を
募
集
し
ま
す

水
道
課
（
内
線
７
１
２
）

伊予市ファミリー・サポート・センター

「マミ♡サポ」講習会のお知らせ
　子育てを手助けしてくださる方を募集して

います。地域の子育てに参加してみませんか？

■講習会日時（託児あり）

日　時 内　　容

１／１４
（火）

９：３０～
１２：００

①子育て支援者・ファミリーサ
ポートセンターの役割について

１３：００～
１５：３０

②「子どもの食育」　
「調理実習」

１／１５
（水）

１０：００～
１２：００

③「子どもの発達とかかわり」
「保護者との連携」

１３：００～
１６：００

④普通救命講習

※⑤保育実習…受講修了者と相談のうえ日時を決定。

■場所　伊予市中央公民館第１会議室

※②は伊予市保健センター、⑤はぐんちゅう保育所

■申し込み　申込用紙を１月７日（火）までに提

出してください。　

※申込用紙は、子育て支援センターにあります。

■問い合わせ　伊予市ファミリー・サポート・セ

ンター「マミ♡サポ」事務局（☎９８２－０４０６）
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■伊予市管内の火災と救急出場件数（１１月末日現在）

種別 １１月分 累計

火 災

件 数

本庁 １

２

本庁 １４

１９中山 １ 中山 ４

双海 ０ 双海 １

救急出場

件 数

本庁 １０３

１４０

本庁 １，３１８

１，７３８中山 １５ 中山 １８５

双海 ２２ 双海 ２３５

☎
火災・救急　➡　１１９

火  災  案  内　 　９８２－８８９９
救急病院案内 　　９８２－５９５９

しせいニュースしせいニュース

皆
さ
ん
の
安
心
の
た
め
に
、
消
防
は
２４
時
間
活
動
し
て
い
ま
す

「
も
ち
」
な
ど
に
よ
る
窒
息
事
故
に
注
意

伊
予
消
防
署
☎
９
８
２
ー
０
１
１
９

　年
末
年
始
は
、
も
ち
料
理
を
食
べ
る

機
会
が
増
え
ま
す
が
、
毎
年
１２
〜
１
月

は
も
ち
な
ど
に
よ
る
窒
息
事
故
も
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
過
去
５
年
間
で
、

も
ち
を
喉
に
詰
ま
ら
せ
、
救
急
要
請
に

至
っ
た
事
故
が
、
市
内
で
４
件
あ
り
、

す
べ
て
が
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
に
よ
る

も
の
で
し
た
。

　家
族
で
楽
し
い
年
末
年
始
を
過
ご
す

た
め
に
も
、
事
故
を
避
け
、
万
が
一
の

際
に
も
対
応
で
き
る
知
識
を
身
に
付
け

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

〜
応
急
手
当
に
つ
い
て
学
ぼ
う
〜

○
チ
ョ
ー
ク
サ
イ
ン
を
出
し
て
い
る
時

　食
べ
物
な
ど
で
気
道
が
塞
が
れ
て
い

る
こ
と
が
疑
わ
れ
ま
す
。
大
き
な
声
で

助
け
を
呼
び
、
１
１
９
番
通
報
と
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
搬
送
を
依
頼
し
、
す
ぐ
に
気
道
異

物
除
去
を
始
め
て
く
だ
さ
い
。

「
救
助
隊 

新
・
シ
ン
ボ
ル
章
」

消
防

　
　
　知
識

※
チ
ョ
ー
ク
サ
イ
ン
…
窒
息
を
起
こ
し
、
呼

吸
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
を
ほ
か
の

人
に
知
ら
せ
る
世
界
共
通
の
サ
イ
ン

○
呼
び
か
け
に
反
応
が
あ
る
場
合

　咳
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
れ
ば
、

で
き
る
限
り
咳
を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

で
き
な
い
場
合
は
、
年
齢
・
性
別
に
関

係
な
く
実
施
可
能
な
背
部
叩
打
法（
は

い
ぶ
こ
う
だ
ほ
う
）を
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
背
部
叩
打
法
の
実
施
手
順
】

①
食
べ
物
を
詰
ま
ら
せ
た
人（
以
下
「
傷

病
者
」）
が
立
っ
て
い
る
か
座
っ
て
い

る
場
合
は
、
や
や
後
方
か
ら
片
手
で
傷

病
者
の
胸
、
ま
た
は
下
あ
ご
を
支
え
て
、

う
つ
向
か
せ
ま
す
。

※
傷
病
者
が
倒
れ
て
い
る
場
合
は
、
手
前

に
引
き
起
こ
し
て
横
向
き
に
し
、
自
分

の
足
で
傷
病
者
の
胸
を
支
え
、
も
う
片

方
の
手
で
傷
病
者
の
顔
を
支
え
ま
す
。

②
も
う
片
方
の
手
の
ひ
ら
の
付
け
根

で
、
傷
病
者
の
肩
甲
骨
と
肩
甲
骨
の
間

を
強
く
４
〜
５
回
、
迅
速
に
叩
き
ま
す
。

③
改
善
が
見
ら
れ
な
け
れ
ば
、
回
数
に

と
ら
わ
れ
ず
、
異
物
が
取
れ
る
ま
で
続

け
て
下
さ
い
。

※
背
部
叩
打
法
の
実
施
中
に
、
反
応
が
な

く
な
れ
ば
、
す
ぐ
に
心
肺
蘇
生
を
開
始

し
て
下
さ
い
。

○
呼
び
か
け
に
反
応
が
な
い
場
合

　す
ぐ
に
、
心
肺
蘇
生
を
開
始
し
て
く

だ
さ
い
。

　伊
予
消
防
等
事
務
組
合
消
防
本
部
に

救
助
隊
が
発
足
し
て
約
２０
年
。
今
年
度
、

こ
れ
ま
で
愛
用
し
て
き
た
シ
ン
ボ
ル
章

の
デ
ザ
イ
ン
を
更
新
し
ま
し
た
。

　穏
や
か
な
伊
予
灘
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

水
色
を
基
本
色
に
、「
Ｉ
Ｙ
Ｏ 

Ｒ
Ｅ
Ｓ

Ｃ
Ｕ
Ｅ
」
の
頭
文
字
で
あ
る「
Ｉ
Ｒ
」
を

消
防
カ
ラ
ー
の
赤
色
で
描
き
、
そ
の
周

り
に
、
県
花「
み
か
ん
の
花
」を
輝
か
せ

た
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
伊
予
消
防
救
助
隊
を
別
名「
Ｉ

Ｒ（
ア
イ
ア
ー
ル
）」と
称
し
、
常
に「
愛
が

あ
る（
ア
イ
が
ア
ー
ル
）」救
助
活
動
を
、

と
い
う
活
動
理
念
も
文
字
に
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
シ
ン
ボ
ル
章
は
、
選

任
さ
れ
た
８
名
の
救
助
隊
員（
オ
レ
ン

ジ
色
の
活
動
服
）
の
左
袖
部
分
に
ワ
ッ

ペ
ン
形
式
で
標
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
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～婦人会が緑化活動

明るく豊かな地域づくりを目指して

ほっと
アングル

　１１月１５日、しおさい公園市民体育館で『平成２５年度伊

予市平和祈念式典』が行われました。

　市長や伊予市遺族会会長などの追悼の言葉の後、遺族

の方々をはじめ、関係機関や団体の代表者、郡中小学校

６年生児童が慰霊碑に献花を行いました。

　伊予市の戦没者および公務殉職者は１，６２２柱。戦没者

および公務殉職者の御霊に対して、謹んで哀悼の誠を捧

げます。
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～平和祈念式典

謹んで哀悼の誠を奉げます
　１１月１２日、中村地区の国道５６号線沿いで、伊予市連合

婦人会（安田一江会長）が緑化活動を行いました。

　この緑化活動は、「緑の募金」を活用して実施されたも

ので、集まった皆さんは歩道の草取りに汗を流し、色と

りどりの花を植えました。安田会長は、「歩道が見違える

ようにきれいになりました。明るく豊かな地域づくりを

目指して、これからも活動していきたいです」と笑顔で

語りました。

　１１月１５日、市内の年長園児約１２０人が、とべ動物園のゾウさんにサツマイ

モをプレゼントしました。

　プレゼントしたのは、この日のために各保育所で育てたサツマイモ、段ボー

ル約３０箱分。大きなゾウさんを目の前に「育てたサツマイモを届けに来まし

た。ゾウさんたくさん食べてね」と、全員で声を揃えて、気持ちを伝えた園児

たちに、動物園から感謝状と記念のぬいぐるみが贈られました。
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～とべ動物園のゾウさんに年長園児がサツマイモをプレゼント

プレゼントは段ボール約３０箱分のサツマイモ

広報いよし ２０１４．１(19)



　１１月２１日、全国スポーツ推進委員研究協議会で、青野

光さん（上吾川）が、『スポーツ推進委員功労者表彰』、『３０

年勤続スポーツ推進委員表彰』を受賞しました。

　青野さんは、体育協会主催のスポーツ大会の運営、港

南中学校卓球部の外部指導、総合型地域スポーツクラブ

の立ち上げ・運営など、長年にわたり地域のスポーツ振

興にご尽力されています。平成１７年度からは、伊予市ス

ポーツ推進委員会委員長を務められ、現在もご活躍中です。
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～スポーツ推進委員功労者表彰受賞 青野光さん

長年にわたり地域のスポーツ振興に貢献

　１１月１７日、総合保健福祉センターで『伊予市社協 福祉

まつり あい・愛フェスタ』が行われました。

　社会福祉分野での功労者への表彰、ボランティアグルー

プの活動発表や各種団体によるバザーなどに大勢の関係

者が詰めかけ、互いに交流を深めました。また、記念講

演では、講師の森圭一郎さんが自らの経験談と併せてミ

ニライブを行い、会場を大いに沸かせました。
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～あい・愛フェスタ

　１１月２９日、下灘小学校新校舎の多目的ルームで、こど

も読み語り隊（下灘チーム）が人形劇を披露しました。

　この日に演じられたのは「黒山の大蛇」。双海町下灘

地区に残る民話をモチーフとした作品で、終演後は全

校児童と先生から、たくさんの拍手が贈られました。 

　こども読み語り隊は、老人ホームやデイサービスなど

に出動するほか、ＪＲ下灘駅やふたみシーサイド公園のイ

ベントに出演するなど、年々活動の幅を広げています。
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～こども読み語り隊が人形劇を披露

ふるさとの民話を人形劇に

福祉の向上を目指して

２０１４．１ 広報いよし (20)

　１１月２４日、中山小学校体育館周辺で、中山地域自主防

災組織会員約１２０名が参加し、消防教室を実施しました。

　最初に、自主防災組織の必要性や災害時の活動につい

て、消防職員から講義を受け、図上演習や防災クイズを

実施しました。その後、初期消火訓練や濃煙室の体験、

応急担架の作成、三角巾を使った手当法、ＡＥＤを使った

応急手当法などについて学びました。参加者は、真剣な

表情で取り組み、自助、共助の意識を深めていました。

IY
O
 C

IT
Y  
 　　

 HOT ANGLE         2005(H
17)4.1

～中山地域自主防災組織が消防教室を実施

自助、共助の意識を深める

　１２月２日、ＪＲ下灘駅で日喰（ひじき）地区老人会主催

による『第５回花まつり』が開催されました。

　９月に種まきをしたコスモス畑は見事に満開とな

り、老人会が用意したぜんざいを味わいながらの俳句

コンテストや下灘小学校児童による合唱と合奏、伊予農

高生によるクイズなど、楽しいひとときとなりました。 

　窪松山駅長のあいさつの言葉、「皆さんに愛されるこの

駅は日本一の無人駅です」が、とても印象的でした。

IY
O
 C

IT
Y  
 　　

 HOT ANGLE         2005(H
17)4.1

～下灘駅花まつり

遅咲きのコスモスが満開になりました
IY
O
 C

IT
Y  
 　　

 HOT ANGLE         2005(H
17)4.1

～税の作文 仲神朋希さんが伊予市長賞を受賞 

納税でつくる社会の助け合いの輪

すくすく

いよっ子

♥福岡  虹
ななみ

美 ちゃん（大平）
　平成２３年１２月３１日生まれ（１歳） 　

お
ど
り
や
お
う
た
が
大
好
き
な
な
な
み

ち
ゃ
ん
。
元
気
い
っ
ぱ
い
に
育
っ
て
ね
。

♥川本  朱
あかり

里 ちゃん（三秋）
　平成２３年９月６日生まれ（２歳） 

い
つ
ま
で
も
ス
テ
キ
な
笑
顔
で
ね
。

　１２月１２日、「税」をテーマにした作文『助け合いの税』を

書いた伊予中学校の仲神朋希さんが、伊予市長賞を受賞

しました。

　仲神さんは、自らの通院に係る医療費の一部が税金で

賄われ、自己負担が少なくなっていることを知った体験

をもとに、社会のために使われている税金の大切さを訴

えました。また、将来はしっかりと納税して、社会の助

け合いの輪に入りたいと決意を述べました。
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くらし

インフォメーション
くらしに役立つさまざまな情報をお伝えします

life informa
tio
n

　冬
場
の
道
路
は
、
積
雪
や
路
面
温

度
の
低
下
に
よ
る
路
面
凍
結
が
起

こ
る
個
所
が
あ
り
ま
す
。
特
に
山
間

部
の
積
雪
・
凍
結
や
橋
梁
部
の
凍
結

に
は
注
意
が
必
要
で
す
。
道
路
情
報

の
入
手
で
安
全
な
通
行
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

●
愛
媛
県
内
の
道
路
情
報

日
本
道
路
交
通
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
０
ー
３
３
６
９
ー
６
６
３
８

お
知
ら
せ

冬
用
タ
イ
ヤ
へ
の
交
換
や

チ
ェ
ー
ン
携
行
を
！

お
知
ら
せ

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
愛
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ

か
ら
の
お
知
ら
せ

《
新
入
社
員
振
り
返
り
セ
ミ
ナ
ー
》

●
日
時

　１
月
２４
日
㈮
、
１３
時
３０
分

〜
１６
時
３０
分（
受
付
は
１３
時
〜
）

●
場
所

　ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル
第
８
会

議
室

●
対
象

　入
社
１
年
目
の
方

●
参
加
費

　無
料

●
申
込
締
切

　１
月
１０
日
㈮

《「
社
会
人
基
礎
力
」
実
践
講
座
》

●
日
程

　１
月
２０
日
㈪
〜
２４
日
㈮
、

２７
日
㈪
〜
３１
日
㈮
、
２
月
４
日
㈫

※
１１
日
間
す
べ
て
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

●
時
間

　９
時
〜
１６
時

●
場
所

　松
山
銀
天
街
Ｇ
Ｅ
Ｔ
！
４

階
セ
ミ
ナ
ー
会
場

●
内
容

　働
く
心
構
え
、
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ナ
ー
、
企
業
の
求
め
る
力
を
知
る
、

企
業
訪
問
、
企
業
か
ら
の
課
題
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と

企
業
交
流
会
な
ど

●
対
象

　１５
〜
３９
歳
ま
で
の
正
社
員

と
し
て
の
就
職
を
目
指
し
て
い
る
方

（
学
生
を
除
く
）

●
定
員

　１５
人

●
参
加
費

　無
料

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　ジ
ョ

ブ
カ
フ
ェ
愛
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ（
☎
９
１
３
ー

８
６
８
６
）

　土
地
・
建
物
・
会
社
な
ど
に
関
す

る
登
記
、
戸
籍
、
供
託
お
よ
び
人
権

問
題
な
ど
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相

談
や
、
土
地
の
境
界
に
関
す
る
相
談
、

遺
言
お
よ
び
公
正
証
書
に
関
す
る
相

談
が
で
き
ま
す
。

※
相
談
無
料
。
秘
密
厳
守
。

●
日
時

　１
月
２６
日
㈰
、
１０
〜
１５
時

●
場
所

　い
よ
て
つ
髙
島
屋
７
階

キ
ャ
ッ
ス
ル
ル
ー
ム

●
相
談
担
当
者

　法
務
局
職
員
、
公

証
人
、
司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査

士
、
人
権
擁
護
委
員

松
山
地
方
法
務
局
総
務
課（
☎

９
３
２
ー
０
８
８
８
）

無
料
相
談

四
国
一
斉
！

法
務
局
休
日
相
談
所
の
開
設

●
受
付
期
間

　２
月
３
日
㈪
〜
１０
日

㈪
、
８
時
３０
分
〜
１７
時（
土
・
日
曜
日

は
除
く
）

※
事
前
に
申
込
書
が
必
要
な
方
は
、
１
月

６
日
㈪
以
降
、
県
営
住
宅
管
理
グ
ル
ー

プ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
必
要
な
も
の

　印
鑑（
認
印
）

●
受
付
場
所

　県
中
予
地
方
局
７
階

（
松
山
市
北
持
田
町
１３２
番
地
）

●
抽
選
日

　３
月
６
日
㈭

県
営
住
宅
管
理
グ
ル
ー
プ（
松
山

市
勝
山
町
２
丁
目
２１
ー
５
久
保
ビ
ル

１
階
、☎
９
９
８
ー
６
６
７
１
）、
県

中
予
地
方
局
建
設
部
建
築
指
導
課

（
☎
９
０
９
ー
８
７
７
８
）

募
集

県
営
住
宅

補
欠
入
居
者
募
集

　１
月
３１
日
㈮
は
、
労
働
保
険（
労

災
保
険
・
雇
用
保
険
）
料
の
第
３
期

分
納
付
期
限
で
す
。

　事
業
主
の
皆
さ
ん
に
は
、
１
月
２１

日
㈫
ご
ろ
に
納
付
書
を
お
届
け
し
ま

す
の
で
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
の

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　口
座
振
替
を
ご
利
用
の
事
業
主
の

お
知
ら
せ

労
働
保
険
料
は

期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

お
知
ら
せ

特
定
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ

ま
す

　愛
媛
労
働
局
で
は
、
特
定
最
低
賃

金
を
改
定
し
、
１２
月
２５
日
㈬
か
ら
施

行
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

①
パ
ル
プ
、
紙
製
造
業（
１
時
間

７
９
６
円
）

②
は
ん
用
機
械
器
具
、
生
産
用
機
械

器
具
、
業
務
用
機
械
器
具
製
造
業（
１

時
間
８
０
７
円
）

③
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回

路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機

械
器
具
製
造
業（
１
時
間
７
７
８
円
）

④
船
舶
製
造
・
修
理
業
、
舶
用
機
関

製
造
業（
１
時
間
８
１
８
円
）

⑤
各
種
商
品
小
売
業（
１
時
間

７
１
４
円
）

※
適
用
除
外
の
労
働
者
、
お
よ
び
①
〜
③

の
産
業
で
適
用
除
外
の
業
種
に
該
当

す
る
場
合
は
、
愛
媛
県
最
低
賃
金（
１

時
間
６
６
６
円
）が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　愛

媛

労

働

局

賃

金

室（

☎

皆
さ
ん
は
、
２
月
１４
日
㈮
が
口
座
振

替
納
付
日
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

届
出
口
座
へ
の
入
金
を
お
願
い
し
ま

す
。
ご
不
明
な
点
は
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

愛

媛

労

働

局

労

働

保

険

徴
収
室（
☎
９
３
５
ー
５
２
０
２
）

９
３
５
ー
５
２
０
５
）、
松
山
労

働
基
準
監
督
署

　
（
☎
９
１
７
ー

５
２
５
０
）
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①
正
規
職
員
募
集

●
職
種
区
分

　支
援
員
、介
護
職
員
、

訪
問
介
護
員（
３
職
種
を
兼
務
）

●
募
集
人
員

　２
人
程
度

●
年
齢
要
件
な
ど

　

○
昭
和
２９
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

の
方
で
、
地
方
公
務
員
法
第
１６
条
各

号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
日
本

国
籍
を
有
す
る
方

○
次
の
①
〜
③
い
ず
れ
か
の
資
格
を

有
す
る
方
、
ま
た
は
平
成
２６
年
３
月

末
日
ま
で
に
取
得（
修
了
）見
込
み
の

方①
介
護
福
祉
士

②
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修
修
了
者

（
介
護
職
員
基
礎
研
修
過
程
修
了
者
・

募
集

伊
予
市
・
伊
予
郡
養
護
老
人

ホ
ー
ム
組
合
職
員
募
集

訪
問
介
護
員
養
成
研
修
１
級
課
程
修

了
者
）

③
介
護
職
員
初
任
者
研
修
修
了
者

（
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
２
級
課
程

修
了
者
）

●
業
務
内
容

　入
所
者
の
生
活
支

援
、
生
活
介
護
業
務

●
給
与

　２
０
７
１
０
０
円（
大
卒

で
同
種
の
職
務
に
１０
年
間
勤
務
後
の

場
合
）

●
採
用
予
定
日

　４
月
１
日

●
申
込
方
法

　次
の
①
〜
④
を
入
れ

た
封
筒
の
表
に「
和
楽
園
受
験
」と
朱

書
き
し
、
１
月
６
日
㈪
〜
１
月
１７
日

㈮
の
間
に
簡
易
書
留
で
送
っ
て
く
だ

さ
い
。

※
１
月
１７
日
㈮
必
着

①
履
歴
書（
市
販
の
Ａ
版
サ
イ
ズ
の

も
の
）

②
免
許
、
資
格
証
の
写
し
、
ま
た
は

免
許
・
資
格
取
得
見
込
証
明
書

③
写
真
２
枚（
３
カ
月
以
内
に
撮
影

し
た
も
の
。
縦
４５
㎜
、
横
３５
㎜
）

※
１
枚
は
履
歴
書
に
貼
り
、
も
う
１
枚
は

添
え
て
く
だ
さ
い
。

④
８０
円
切
手
を
貼
り
、
郵
送
先
を
書

い
た
返
信
用
封
筒（
長
３
）

●
試
験
内
容
・
日
程

　２
月
１５
日
㈯
、

９
時
か
ら
作
文
試
験
、
口
述
試
験
を

行
い
ま
す
。

②
臨
時
的
任
用
職
員
募
集

●
職
種
区
分

　臨
時
調
理
員
、
パ
ー

ト
調
理
員

●
募
集
人
員

　

・
臨
時
調
理
員

　１
人

・
パ
ー
ト
調
理
員

　４
人
程
度

●
要
件
な
ど

　地
方
公
務
員
法
第
１６

条
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い

方●
業
務
内
容

　調
理
業
務

●
賃
金

　

・
臨
時
調
理
員

　日
額
６
９
０
０
円

・
パ
ー
ト
調
理
員

　時
給
８
９
０
円

●
任
用
予
定
期
間

　４
月
１
日
〜
６

カ
月
間
任
用
し
、
６
カ
月
以
内
で
更

新
予
定

●
申
込
方
法

　履
歴
書（
写
真
添
付

の
市
販
の
も
の
で
可
）
の
左
上
枠
外

に「
職
種
区
分
」を
書
き
、
１
月
６
日

㈪
〜
１
月
１７
日
㈮
の
間
に
送
っ
て
く

だ
さ
い
。

※
１
月
１７
日
㈮
必
着
。
持
参
可
。

※
昼
間
の
連
絡
先
を
明
記
。

●
試
験
内
容
・
日
程

　２
月
１５
日
㈯
、

面
接
を
行
い
ま
す
。

※
面
接
時
間
は
１
月
下
旬
に
郵
便
で
通

知
し
ま
す
。
通
知
が
届
か
な
い
場
合

は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

③
嘱
託
職
員
募
集

●
職
種
区
分

　管
理
宿
直
員

●
募
集
人
員

　１
人

●
年
齢
要
件
な
ど

　昭
和
２４
年
４
月
２

日
〜
平
成
８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
で
、
地
方
公
務
員
法
第
１６
条
各

号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
方

●
業
務
内
容

　管
理
宿
直
業
務

●
賃
金

　日
額
６
２
０
０
円

　

●
任
用
予
定
期
間

　４
月
１
日
〜
平
成

２７
年
３
月
３１
日（
更
新
予
定
あ
り
）

●
申
込
方
法
・
試
験
内
容
・
日
程

　

臨
時
的
任
用
職
員
と
同
じ

《
申
込
先
》

　

①
正
規
職
員

　松
前
町
総
務
課
職
員
係

（
伊
予
郡
松
前
町
大
字
筒
井
６
３
１
番

地
、☎
９
８
５
ー
４
１
１
３
）

②
臨
時
的
任
用
職
員
、
③
嘱
託
職
員

　

伊
予
市
・
伊
予
郡
養
護
老
人
ホ
ー
ム
和

楽
園（
伊
予
郡
松
前
町
大
字
大
溝
９６
ー

１
、☎
９
８
４
ー
１
２
６
５
）
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《無料人権相談》

１月８日（水）、１０：００～１５：００

・本庁地区：さざなみ館

２月１０日（月）、１０：００～１５：００

・本庁地区：さざなみ館

・中山地区：中山地域事務所

・双海地区：双海保健センター

相談担当者：人権擁護委員

《心配ごと相談》１３：３０～１６：００

第４水曜日

・本庁地区：総合保健福祉センター　

第２木曜日

・中山地区：中山地域事務所

第２水曜日

・双海地区：下灘コミセン

《弁護士無料相談》（前日までに予約）

第１・３水曜日、１３：３０～１６：００

伊予市社会福祉協議会☎９８２－０３９３
《行政書士無料相談》（前日までに予約）

第２金曜日、１３：３０～１６：００

伊予市社会福祉協議会☎９８２－０３９３
《行政相談》

１月１４日（火）、９：００～１２：００

・本庁地区：中央公民館

　松尾 多美子さん（☎９８２－５１５５）
・中山地区：中山地域事務所

　宮田 昭典さん（☎９６７－１１１１）
・双海地区：慶徳寺

　山口 隆義さん（☎９８７－０６３０）
《家庭相談室》

月～金曜日、８：３０～１７：１５

相談先：子育て支援課（内線５５２）

《ＤＶ相談》

月～金曜日、８：３０～１７：１５

相談先：子育て支援課（内線５５６）

《女性のための相談》

○一般相談：火～金曜日…来所８：３０

～１６：３０、電話８：３０～１７：３０、土・日

曜日…８：３０～１６：３０

○心理カウンセリング

　第１～４木曜日、１３：００～１７：００

○法律相談

　第１～４木曜日、１３：３０～１５：３０

相談先：愛媛県男女共同参画センター

（松山市山越町４５０、☎９２６ー１６４４）
《在宅介護支援センター２４時間相談》

相談先：伊予市社会福祉協議会☎９８３
－６２２４、伊予あいじゅ☎９８２－６６６８、
森の園☎９８２－７４７４、なかやま幸梅
園☎９６７－０３００、双海夕なぎ荘☎９８６
－０１３１、年中無休、２４時間体制

《不動産相談》

毎月１０日（土・日曜日、祝日の場合は

翌日）、１３：００～１５：００

ふるさと創生館

相談先：宅建協会伊予支部
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文
　化

スポ
ーツ人

　権
生涯
学習

教
　育

 平成２６年伊予市成人式

■日時　１月１２日（日）、受付１０：００、開式１０：３０

■場所　しおさい公園市民体育館

■対象　平成５年４月２日～平成６年４月１日生

まれの方

■問い合わせ　中央公民館（☎９８２－５１５５）

※市外に転出している方も参加できます。早めにご連絡

ください。ご家族も２階観覧席からご覧いただけます。

 平成２５年度

 伊予市生涯学習推進大会

■大会テーマ　「地域の人づくり、心づくり」

■日時　２月１６日（日）、９：００～

■場所　なかやま農業総合センター農業研修ホール

■講師　白井文さん（全日空で客室乗務員として１１

年間勤務した後、人材育成コンサルタントに転身し、

その後、尼崎市議会議員、尼崎市長を務める。退任

後は上場企業の取締役に。いつも先駆者としてチャ

レンジしてきた歩みは、女性はもちろん、あらゆる

人にパワーとやる気をプレゼントします）

■問い合わせ　中央公民館（☎９８２－５１５５）

　１２月１日（日）、しおさい公園市民体育館で「第２３

回伊予市長杯争奪市民バレーボール大会」が行われ

ました。

【男子の部】　優　勝　南山クラブ　

                   準優勝　郡中クラブ

【女子の部】　優　勝　双海Ｌ・Ｃ

                   準優勝　杉の子クラブ

 第２３回伊予市長杯争奪

 市民バレーボール大会結果

　１１月３０日、香川県

高松市にある療養所

「大島青松園」で、ハン

セン病問題の研修が

行われました。郡中

郡中小・港南中ＰＴＡ合同研修会

小・港南中の児童・生徒とその保護者、教員の４０人

が納骨堂で手を合わせ、施設見学と入所者との交

流を図りました。郡中小５年の坪田広輔くんは帰

宅後、話を聞かせてくださった入所者の方に「今ま

でつらいこともあったけど、乗りこえられたので

すごいと思いました。また大島に行くので待って

いてください」と手紙を書きました。

ハンセン病問題を学ぶ

　１２月６日、双海中

学校で「人権・同和教

育講演会」が行われ

ました。講師である

金
キムチョンミ

正美さんは、元ハ

人権・同和教育講演会

ンセン病患者で群馬県の国立療養所「栗生楽泉園」

に入所していた故桜井哲夫さんと、１７年にわたっ

て交流を続けてきました。桜井さんと過ごした日

々を語った後、金さんは「差別をなくすためには、

周りに振り回されない正しい知識を持つことが大

切です」と訴えました。７日には、港南中学校でも

同講演会が行われました。
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■１月の相談日　６日（月）、７日（火）、１０日（金）、１４日（火）、１７日（金）、２０日（月）、２１日（火）、２４日（金）、２７日（月）、

２８日（火）、３１日（金）　　　■時間　８：３０～１７：１５　※金曜日は８：３０～１２：００

☎９８２－２６０２
伊予市青少年センター
子どもの悩み相談専用電話　

Tell us

新刊入りました！

《一般書》

《児童書》

伊予市立図書館

Library

☎９８３－４０５１
■開館時間　火～金曜日、９：００～１８：００、土・日曜日、９：００～１７：００　　

■１月の休館日　１日（水）、２日（木）、３日（金）、６日（月）、１３日（月）、１４日（火）、２０日（月）、２７日（月）、３１日（金）

■お話会、腹話術　１１日（土）、１０：３０～、（絵本読み聞かせ、紙芝居、お楽しみパネルシアター）無料

男の読書術

大岡玲 著

岩波書店岩

　男はこう読む、これを読む。読

書の遍歴こそ、男の騎士道…。

著者が「男読み」の奥義を披露す

る。

アタマとカラダが冴える！
東大おやつ教室

東大料理愛好会 著

新潮社

　現役東大生たちが考えた「理想

のおやつ」で美味しく受験に勝と

う！ 不足しがちな栄養素を補う

５１レシピを紹介。

幻夏

太田愛 著

角川書店

　少女失踪事件を捜査する刑事・

相馬は、現場で奇妙な印を発見し

…。司法の信を問うミステリー巨

編。

図書館のトリセツ からっぽ ぽっぽ！ はやくちまちしょうてんがいは
やくちはやあるきたいかい

福本友美子

江口絵里 著

講談社

うどんあこ 作

やまもとゆか 絵

文研出版

林木林 作

内田かずひろ 絵

偕成社

　本の探し方から調べ学習や自

由研究での図書館の利用法まで、

図書館を使いこなす方法をわか

りやすく解説する。

　さんすうの教科書とえんぴつ

をごみばこにすてたまさし。す

ると自分もごみばこに吸い込ま

れてしまって…。

　早口ことばを言いながら、早

歩き競争をする大会。今年は一

体どの選手が優勝するのでしょ

うか？
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日　時 対　象　者 内　容
実施保健
センター

７カ月児健診 １／ ７（火）１３：００～１４：００Ｈ２５年６月出生児 身体測定・内科健診 伊 予

１歳６カ月児健診 １／２１（火）１３：００～１４：００Ｈ２４年５・６月出生児 内科・歯科健診 伊 予

乳幼児健診 １／１５（水）１３：００～１４：００

【乳児】対象者には問診票を送付

【１歳６カ月児】

Ｈ２４年３～６月出生児

【３歳児】Ｈ２２年９～１２月出生児

身体測定・内科健診 双 海

フッ素塗布
１／２１（火）

１３：３０～１４：００幼児
フッ素・サホライドを１００円

で塗布  ※歯ブラシ持参　

伊 予

１／１５（水） 双 海

育児相談
一般

１／ ８（水）
 ９：００～１１：００乳幼児

身体測定・健康相談 伊 予
４カ月児 １３：３０～１４：００Ｈ２５年９月出生児

歯科相談
１／ ８（水） ９：３０～１１：００

乳幼児
歯科衛生士による歯科相談
※歯ブラシ持参

伊 予

１／１５（水）１３：３０～１４：３０ 双 海

心理相談

（要予約）

１／ ８（水） ９：００～１２：００
乳幼児から思春期までの子を持つ

保護者
子育てに関する悩み相談

伊 予
１／２１（火）１３：００～１５：００

１／１５（水）１３：３０～１５：００ 双 海

離乳食講座 １／２３（木）１３：３０～１５：００離乳期の乳児を持つ保護者 離乳食の進め方・試食 伊 予

保健センターからのお知らせ

健  ガ  ド康  イ
母子保健

※母子健康手帳を持参してください。対象月に受けていない人も受診できます。

■日時　２月７日（金）、９時３０分～１３時３０分

■場所　双海保健センター

■内容　薄味、野菜たっぷりのヘルシーランチを作ります。

■調理材料費　２００円（当日集金）

■申込方法　１月２７日（月）までに、お近くの食生活改善推進員、または伊予市保健センターにお申し込みく

ださい。

■主催　伊予市食生活改善推進協議会

各種教室（要予約）

◎心の健康づくり教室

月 日 時 間 場 所 相談員 内 容

１ ／２７（月）１３：３０～１５：００ 
伊予市保健センター

第１・２会議室

 真光園精神科医師

 森澤巌 先生
あなたに身近な心の病気

２／ ３（月）１３：３０～１５：００
 障害者ケアセンター統括施設長

 心理士 幸田裕司 先生

ソーシャル・スキル・トレーニング

（ＳＳＴ）について学ぼう

２ ／１２（水）１０：００～１１：３０
伊予市保健センター

健康増進室

 フィットネスインストラクター

 井門恵理子 先生
リラクゼーション・ストレッチ

◎減塩・野菜ワンプレート料理講習会

～健康づくりをＴＵＮＡＧＵ（繋ぐ）～
「減塩」と「野菜ワンプレート」
を料理講習を通して学びま
しょう！
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※特定健診の申し込みは ☎９８２－２７２７

中山保健センター
☎９６７－１１１１
  ９６７－１１０１

※休日当番医は３１ページのカレンダーをご覧ください。

申し込み・

問い合わせ

伊予市保健センター
☎９８３－４０５２
  ９８３－５２９５

双海保健センター
☎ ９８６－５６６６
  ９８６－１５３３

◎個別栄養相談

月　日 受付時間 場　所

健
康
診
査

Ｂ
・
Ｃ
型
肝
炎

前
立
腺
が
ん

肺
が
ん

胃
が
ん

大
腸
が
ん

超
音
波
検
診

子
宮
が
ん

乳
が
ん

骨
粗
し
ょ
う
症

申
込
締
切
日

Ｃ
Ｔ

Ｃ
Ｒ

本

庁

１ ／２６（日）８：３０～１０：３０
伊予市保健センター

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
１／ ９（木）

１ ／２７（月）８：３０～１０：３０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

健康診査・

各種がん検診

◎こころの健康相談

■場所　伊予市保健センター

健診結果報告会（予約不要） 相談無料・要予約

・秘密厳守各種相談（　　　　　　　　  ）

月 日 受付時間 場 所
対 象

※健診受診日

１／１０（金）

１３：３０～

１４：００ 

 伊予市

 保健センター

 １２／ ６（伊保セ）

１４：３０～

１５：００

 １１／ ２５、３０

 （伊保セ）

１／１４（火）
９：００～

１０：００

 １２／１３、１４

 （伊保セ）

月 日 時 間 相談員

１／１４（火）１３：３０～１６：３０ 
 松山記念病院精神科医師

 有家佳紀 先生

１／１５（水）１３：００～１７：００
 心理カウンセラー

 熊本園子 先生

受託機関： 愛媛県総合保健協会

■日程　１月３０日（木）

■時間　９～１２時、１３時３０分～１６時

■場所　伊予市保健センター

■日程　１月２８日（火）、１３時３０分～１５時３０分

■場所　伊予市保健センター

■内容　こころとからだを整えよう

■講師　フィットネスインストラクタ― 

　　　　井門恵利子 先生

■対象　精神障害者の家族

　予診票・接種券を持って医療機関で受けて

ください（要予約）。持っていない方は保健セン

ターで再発行しますので、母子健康手帳を持参

してください。

■対象　１期：１歳～２歳未満（誕生日前日まで）

２期：平成１９年４月２日～平成２０年４月１日生

まれ（平成２６年３月３１日まで）

大腸がん検診、受けましたか？

■大腸がん検診無料クーポン申込対象者

４０歳、４５歳、５０歳、５５歳、６０歳の方

※平成２５年６月末にクーポン券を郵送してい

ます。

■申込方法　検査キットを送りますので、

１月３１日（金）までに、伊予市保健センター

へお申し込みください。

麻しん・風しん予防接種

期間を過ぎると、約１万円
の全額負担になります。

健康診査は健康づくりのスタートラインです。命を守る大切な健診。

今年度最後の集団健診です！ まだの方はお早目に！

精神障害者家族懇談会

有効期限が
迫っています！



学校
生活

『３世代交流会』

佐礼谷小学校

２０１３．１２．１１

　もちつきや昔の遊び、ゲー

ムなどをしました。交流会

を通じて、家族や地域の皆

さんに、日ごろの感謝の気

持ちを伝えることができま

した。

　「紙飛行機を教えてもらいました」（北岡弥

凰さん）　「地域の皆さんと仲良くなれまし

た」（上岡辰実さん）　「たくさんの方と触れ

合うことができました」（西影幸太さん）

『ハイタタキ（蠅
はえ

たたき）』

　戦国時代の剣豪塚
つかはらぼくでん

原卜伝は、食事中に、飛ん

でいる蠅を箸
はし

で挟
はさ

んだという言い伝えがあり

ます。でも、そんなことをしたら、次からその

箸でご飯を食べづらくなります。

　その点、シュロ（棕櫚）の葉で作ったハイタタ

日常を　　り取る切切

歴史

を　　り取る切切

を　　り取る切切

子どもたちの声

藤谷歩美・絵　

キは便利です。軽くて、弾力があり、たたいて

も床などがあまり汚れません。それに、かつて、

シュロは、山などにいくらでもありましたから、

いつでも何本でも作れました。ハイタタキを発

明した私たちのご先祖さまは、塚原卜伝より

も、ず～と賢いですね。

※むかしは、蠅のことをハイと言う場合が多かった

ようです。

                                            （社会教育課）
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趣味
サークル

『キウイソースのビーフシチュー』

作り方

料理
レシピ

日常を　　り取る切切

を　　り取る切切

を　　り取る切切

『野中グラウンドゴルフクラブ』

材料（２人分）
・牛スジ肉…２００ｇ

・塩こしょう…適量

・ニンニク…１かけ

・キウイフルーツ…１／３個

・赤ワイン…１００㏄

・はちみつ…大さじ１
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■活動日時

毎週水・土曜日

１３：３０～１６：００

■活動場所

野中グラウンド

■問い合わせ

東方 績 さん 

☎９６７－０３９０　　　

　「会員同士とても仲が良くてね、ここに来たら体が元気になって気持

ちも前向きになれるんよ。それが一番の魅力やし、自慢よ！」と、グラウ

ンド内にはお揃いの服を着た会員さんの笑顔と笑い声が響き渡ります。

県外の大会にも積極的に参加して、過去には沖縄の大会に参加したこと

も。グラウンドゴルフ以外にも、地域の環境整備のボランティア活動に積

極的に取り組む、地域密着型のサークルです。

①牛スジ肉を１㎝くらいの厚みで切り、塩こ

しょうをふっておきます。

②ボールに、ニンニク、キウイフルーツをみ

じん切りにしたものに、赤ワイン、はちみつ、

しょうゆを合わせ調味料を作ります。

③②に、①を加え、３０～６０分くらい冷蔵庫で

寝かせます。

④フライパンにオリーブオイルを熱し、牛ス

ジ肉を片面ずつ焼き、きつね色になったら、

ボールに残った調味料を加え、弱火で３０分く

らい煮込んで、できあがり。

・しょうゆ…大さじ２

・オリーブオイル…大さじ１

伊予農業高等学校の生徒が考案したメニューです

キウイフルーツに含まれる

アクチニジンというタンパ

ク質分解酵素が、お肉を軟

らかくしてくれるのよ。

おタイ



伊予中学校軟式野球部
生き生き人生　わくわく私

（上野）

　平
成
２５
年
度
中
学
校
新
人
体
育

大
会
県
大
会
の
決
勝
戦
。
１１
月
１３

日
、
三
島
球
場（
四
国
中
央
市
）で
、

伊
予
中
学
校
と
吉
田
中
学
校（
宇

和
島
）
が
対
戦
し
ま
し
た
。
０
対

０
で
迎
え
た
４
回
表
。
１
年
日
野

光み

な

と

夏
人
さ
ん
の
ヒ
ッ
ト
で
、
１
点

を
奪
っ
た
伊
予
中
学
校
は
、
そ
の

後
逃
げ
切
り
、
見
事
、
県
王
座
に

輝
き
ま
し
た
。
創
部
以
来
、
初
め

て
の
快
挙
で
す
。

　軟
式
野
球
部
は
、
１
年
生
５
人
、

２
年
生
９
人
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
顧
問
の
重
松
民
樹
先
生
は

「
全
体
の
た
め
に
自
分
を
犠
牲
に

で
き
る
チ
ー
ム
で
す
。
選
手
た
ち

に
は
、
厳
し
い
状
況
で
も
辛
抱
し
、

少
な
い
チ
ャ
ン
ス
を
見
逃
さ
な
い

よ
う
に
と
指
導
し
て
い
ま
す
」
と

話
し
ま
す
。
そ
の
言
葉
を
真
摯
に

受
け
止
め
、
優
勝
ま
で
の
９
試
合

を
着
実
に
勝
ち
進
ん
だ
選
手
た

ち
。「
勝
つ
度
に
頼
も
し
く
な
っ
た
」

と
重
松
先
生
は
振
り
返
り
ま
す
。

　同
月
１６
日
に
高
知
県
で
行
わ
れ

た
四
国
大
会
で
も
、
綾
南
中
学
校

（
香
川
県
）に
見
事
勝
利
し
、
全
国

大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　主
将
の
筒
井
一
平
さ
ん
は「
先

生
や
保
護
者
、
地
域
の
方
た
ち
と
、

気
持
ち
が
一
つ
に
な
っ
て
掴
ん
だ

初
出
場
。
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
に
、
県
代
表
と
し
て
、
自
分
た

ち
の
野
球
で
全
国
優
勝
を
狙
い
ま

す
」
と
力
強
く
意
気
込
み
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
全
国
大
会
は
、

３
月
に
静
岡
県
で
行
わ
れ
ま
す
。

「
粘
り
の
野
球
」
で
勝
ち
取
っ
た
、
悲
願
の

県
大
会
初
優
勝
。
四
国
大
会
で
も
勝
利
を

収
め
、
い
ざ
全
国
へ
―

平成２５年度中学校新人体育大会
県大会初優勝＆全国大会出場

▲全国大会出場決定の瞬間。

２０１４．１  広報いよし (30)

▲県大会優勝の瞬間。

イベント
情報

広報いよし ２０１４．１(31)

㊩休日当番医（９時～１５時、要予約）１月のカレンダー
１ 元旦

２ 木 書初め

３ 金

４

５ ㊩いよ整形外科☎９８３－５３５５

６ 月 官庁仕事始め

７ 火 七草

８ 水

９ 木

１０ 金 １１０番の日

１１
初春水仙花祭り（１０時～）ふたみシーサイド公園

（１２日まで）

１２
伊予市成人式（１０時３０分～）伊予市民体育館

㊩上岡医院☎９８２－６８６８

１３
成人の日

㊩きむら内科クリニック☎９８２－０１２７

１４ 火

１５ 水

１６ 木

１７ 金

１８

１９ ㊩中村脳神経外科☎９８３－２０３０

２０ 月

２１ 火

２２ 水

２３ 木

２４ 金

２５

２６

文化財防火デー

市税等納付窓口開設（８時３０分～１７時）税務課窓口

㊩敬史整形外科☎９４６－７７７０

２７ 月

２８ 火

２９ 水

３０ 木

３１ 金 旧正月

２／１

２ ㊩増田泌尿器科☎９８３－６６６６

第
２６
回
女
性
の
祭
典

五
色
姫
復
活
祭

五
色
姫
を
募
集
し
ま
す

■
五
色
姫
復
活
祭
開
催
日

　３
月
２３
日
㈰

■
五
色
姫
の
募
集

《
一
般
の
部
》
１８
歳
以
上
の
女
性

（
市
内
外
は
問
い
ま
せ
ん
）

《
小
学
生
の
部
》
１
〜
３
年
生
女

子（
で
き
る
だ
け
振
袖
を
用
意
で

き
る
方
）

■
応
募
方
法

　応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
全
身
前
向
き
の
写
真
１
枚
を

添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

シ
ー
サ
イ
ド初

春
水
仙
花
祭
り

■
日
時

　１
月
１１
日
㈯
・
１２
日
㈰
、

１０
時
〜
１６
時

※
１２
日
㈰
は
１５
時
ま
で

■
場
所

　ふ
た
み
シ
ー
サ
イ
ド
公

園■
内
容

　水
仙
の
鉢
植
え
展
示
即

売
、
水
仙
切
り
花
販
売
、
双
海
特

産
品
の
販
売
ほ
か

■
問
い
合
わ
せ

　ふ
た
み
シ
ー

サ
イ
ド
公
園（
☎
９
８
６
ー

０
５
２
２
）

（
自
薦
・
他
薦
ど
ち
ら
で
も
可
）

■
応
募
締
切

　２
月
１５
日
㈯

■
審
査
発
表

　３
月
上
旬

■
謝
礼

　（
一
般
の
部
）一
万
円
分

の
商
品
券
、（
小
学
生
の
部
）
二
千

円
分
の
図
書
券

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　伊
予
市
商
業
協
同
組
合（
㈱
ま

ち
づ
く
り
郡
中
内
、
〒
７
９
９
ー

３
１
１
３
、伊
予
市
米
湊
８
２
７
ー

４
、
☎
９
４
６
ー
７
２
４
５
、

９
４
６
ー
７
２
４
１
、
Ｅ
メ
ー
ル

iy
o
sh
o
u
@
p
u
re.o
cn
.n
e.jp

）、
ま

た
は
組
合
加
盟
店

■
主
催

　伊
予
市
商
業
協
同
組

合
、
五
色
姫
復
活
祭
実
行
委
員
会

広
報
こ
ぼ
れ
話

　新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
月
号

で
お
知
ら
せ
し
た
市
民
満
足

度
調
査
結
果
。
広
報
い
よ
し

に
つ
い
て
も
貴
重
な
ご
意
見

を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し

た
。
す
べ
て
の
意
見
が
、
広

報
い
よ
し
が
も
っ
と
も
っ
と

良
く
な
る
た
め
の
お
宝
情
報

で
し
た
。
皆
さ
ん
が
、
毎
月

読
む
の
を
楽
し
み
に
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
広
報
い
よ

し
を
目
指
し
て
今
年
も
頑
張

り
ま
す
。 

　
　
　
　
　

  （
赤
）

　明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
年
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
年
は
、

ど
ん
な
年
に
な
る
だ
ろ
う
。

１
月
は
い
つ
も
わ
く
わ
く
し

ま
す
。
広
報
い
よ
し
も
新
年

号
と
い
う
こ
と
で
、
年
男
年

女
の
方
々
に
抱
負
を
書
い
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
悩
み
な

が
ら
も
笑
顔
で
書
き
あ
げ
て

く
れ
た
皆
さ
ん
。
今
年
も
皆

さ
ん
の
す
て
き
な
笑
顔
と
た

く
さ
ん
出
会
え
ま
す
よ
う

に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
越
）



広
報 

い
よ
し

１
月
号

広　告 広　告

２０１４．１ 広報いよし (32)

　今月は、昨年に開催された『いよし

市民総合文化祭＆ふるさとフェスティ

バル 文芸大会』の短歌作品１４首を紹介

します。（敬称略）

生
き
て
在
る
歓
び
よ
と
て
今
日
ひ
と
日

　
使
ひ
し
鍬
洗
ふ
卒
寿
の
夫
が

大
西 

カ
ズ
ヱ
（
上
唐
川
）

長
月
の
没
り
日
は
西
の
空
一
面

　
ひ
た
く
れ
な
る
に
燃
ゆ
る
ひ
と
と
き

大
西 

米
子
（
下
吾
川
）

暮
れ
早
く
な
り
て
月
大
き
く
も
耿こ

う
こ
う耿

と

　
空
を
照
ら
せ
ば
芋
名
月
か

岡
崎 

久
美
子
（
下
吾
川
）

畦
一
面
を
赤
く
染
め
た
る
彼
岸
花

　
早
立
枯
れ
て
其
の
彩
も
無
し

小
笠
原 

輝
仁
子
（
宮
下
）

這
松
の
繁
る
乗
鞍
雷
鳥
は

　
霧
の
晴
れ
間
に
餌
を
啄
む

小
田 

久
夫
（
下
吾
川
）

へ
ち
ま
忌
の
宵
の
松
山
し
み
じ
み
と

　
照
ら
し
て
昇
る
仲
秋
の
月

古
角 

明
子
（
下
吾
川
）

招
か
ざ
る
く
ち
な
は
不
意
に
現
れ
て

　
わ
が
家
の
騒
ぎ
続
く
と
き
の
間

佐
々
木 

幹
子
（
湊
町
）

空
の
蒼
瀬
戸
一
面
の
海
に
映
え
て

　
二
羽
の
か
も
め
が
波
に
た
は
む
る

篠
﨑 

瑞
子
（
米
湊
）

四よ

た

り

ご

人
子
と
孫
七
人
が
病
む
君
の

　
古
稀
の
祝
ひ
は
哀
し
き
も
の
ぞ

友
澤 

ツ
ヨ
ミ
（
下
吾
川
）

金
泉
を
遠
く
思
へ
ば
秋
長
け
て

　
な
つ
め
は
紅
く
熟
れ
ゐ
る
頃
か

平
田 

富
美
（
米
湊
）

五
色
浜
に
孫
子
揃
ひ
て
お
月
見
会

　
目
ま
ひ
激
し
き
猛
暑
忘
れ
て

松
田 

建
雄
（
米
湊
）

通
し
座
敷
高
き
玄
関
そ
の
ま
ま
に

　
住
み
た
る
人
の
栄
え
は
夢
か

水
木 

桂
子
（
宮
下
）

後
世
は
量
る
す
べ
な
し
八
十
の

　
わ
れ
夫
送
り
生
き
ん
い
つ
迄

宮
岡 

悦
子
（
米
湊
）

秋
長
け
て
す
だ
く
虫
の
音
さ
ま
ざ
ま
か

　
其
の
名
た
し
か
む
術
な
し
吾
は

向
井 

千
慧
子
（
上
吾
川
）

編
集
・
発
行

　
伊
予
市
総
務
部
総
務
課

印
刷
　
　
　
　
明
星
印
刷
工
業
㈱

問
い
合
わ
せ

　
伊
予
市
総
務
部
総
務
課
広
報
広
聴
担
当

　
　
　
　
　
　
☎
０
８
９
ー
９
８
２
ー
１
１
１
１


